





ではこれまでに、チーム基盤型学習（Team-based Learning, TBL）3, 4）の手法を用い、基礎薬学
から応用薬学までの分野横断統合型 TBL トライアルを、4年次生対象に実施してきた。5, 6） 第1






















































人テスト（individual readiness assurance test, iRAT）はマークカードにて行い、各問完全正解























医薬品化学 教科書　化学構造と薬理作用－医薬品を化学的に読む－ P. 190-
196（ヒスタミン H1受容体拮抗薬（第一世代、第二世代）について）































































































































































平成 30 年 8 月 1 日
TBL トライアル参画教員一同
 
TBL トライアル アンケート 
 






１．今回の TBL の各学習方略（方法）について、答えてください。 











      ちょうど良い    （    ）分が良い 
 
























































































（   ）RAT 問題 問１   （   ）RAT 問題 問２   （   ）RAT 問題 問３ 


























































　RAT 問題の問ごとの iRAT 平均点と tRAT 平均点との関係について、ピアソンの相関係数を
求めた。また、各チームの iRAT 平均点、tRAT 得点、応用演習課題得点との相関について、お
よびルーブリックにおけるピア評価、自己評価の各項目間の相関について、スピアマン順位相関
















った。問ごとの iRAT での平均点と tRAT での平均点について、バブルプロットで図3A に示し
た。問ごとについては、iRAT での平均点と tRAT での平均点との間には、正の相関が認められ
－ 36 －







　各チームの iRAT 平均点、tRAT 得点、応用演習課題得点率を図3B に示した。各チームの









































































A. TBL の各方略の内容、分量、希望時間 / 実施時間についての参加学生の回答。B. 参加学生が実際に行っ













































　次に、本トライアルでのテストの得点率についても解析した。iRAT と tRAT の問ごとのに平
均点については有意に相関した（図3A）ことから、iRAT の正答率が tRAT の得点に結びつい
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